
ＪＡたかさきのキャラクター「高子さん・令ちゃん・和くん」

Contents

ＪＡだより

たかさき

JAたかさきホームページ
http://www.jagunma.net/takasaki/

JAたかさき
ＬＩＮＥ公式アカウント

JAたかさき
X（エックス）公式アカウント

JAたかさき
ホームページ

3
vol.３７３

2024.3－MARCH

●トピックス  ───────────────────２～４
●お知らせ①  ─────────────────────５
●広報通信から①  ─────────────────６～７
●西部農業事務所よりお知らせ  ─────────────８
●広報通信から②  ─────────────────９～10
●法律相談  ──────────────────────11
●支店からあれこれ  ──────────────────12
●お知らせ②  ───────────────────13～14
●ＪＡだより頭の体操  ─────────────────15
●人と人／料理  ────────────────────16

長ネギ出荷・社会福祉法人ゆずりは会
「かたばみ」（京目町）



★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
部
会
は
２
月

１
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
長
ネ
ギ
栽
培
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
と
関

係
者
34
人
が
参
加
し
、
品
種
特
性
や

栽
培
の
要
点
を
学
び
ま
し
た
。

　
カ
ネ
コ
種
苗
の
牧
村
係
長
が
作
型

ご
と
に
耐
暑
性
や
肥
大
性
、
晩
抽
性

な
ど
品
種
の
特
性
を
説
明
。「
発
芽

適
温
は
20
℃
前
後
で
、
発
芽
を
揃
え

る
こ
と
が
重
要
。
高
温
期
の
播
種
は

遮
光
資
材
を
、
低
温
期
の

播
種
は
保
温
資
材
を
利
用

す
る
こ
と
」
と
助
言
し
ま

し
た
。

　
ネ
ギ
の
軟
白
部
分
を
確

保
す
る
土
寄
せ
は
、
１
回

の
か
さ
上
げ
量
は
５
～
７

セ
ン
チ
と
し
、
計
画
的
に

土
寄
せ
を
す
る
こ
と
で
、

太
さ
を
確
保
し
、
軟
白
部

を
伸
ば
す
と
解
説
し
ま
し

た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
の

大
塚
主
任
が
、
秋
冬
ネ
ギ

栽
培
の
注
意
と
し
て
「
高

温
期
の
土
寄
せ
は
軟
腐
病

に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、

し
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
は
、
生
産
者
51
人
が

61
・
１
㌶
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
２

０
２
４
年
の
作
付
け
予
定
者
は
、
高

崎
市
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
審
査
委

員
会
へ
栽
培
計
画
を
提
出
し
、
審

査
・
承
認
を
得
て
作
付
け
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
特
別

栽
培
米
の
生
産
に
取
り
組
み
、
市
内

の
学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
肥
は
軟
腐
病
の
発
生
を
助
長
す
る
。

高
温
時
期
に
土
寄
せ
を
行
う
場
合
は

薬
剤
散
布
も
合
わ
せ
て
お
こ
な
う
こ

と
」
と
指
導
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
の
管
内
の
長
ネ
ギ
生

産
は
、
24
人
の
生
産
者
が
１
０
３
㌧

出
荷
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
周
年

栽
培
が
可
能
な
ネ
ギ
を
振
興
作
物
と

し
、
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
１
月
12
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
２
０
２
４
年
産
特
別
栽
培

米
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生

産
者
22
人
が
参
加
し
、
特
別
栽
培
米

「
ゆ
め
ま
つ
り
」
の
元
肥
や
追
肥
な

ど
の
施
肥
、
病
害
虫
や
雑
草
の
標
準

防
除
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
高
崎
市
特
別
栽
培
米
の
栽
培
基
準

は
、
農
薬
の
使
用
成
分
回
数
が
６
回

以
内
、
化
成
肥
料
の
窒
素
成
分
量
が

10
㌃
当
た
り
４
㌔
以
下
と
慣
行
栽
培

の
50
㌫
以
下
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
県
西
部

農
業
事
務
所
の
北
爪
主
幹

が
、
栽
培
管
理
を
説
明
。
北

爪
主
幹
は
「
で
き
る
だ
け

病
害
虫
・
雑
草
発
生
の
少
な

い
圃
場
を
選
ぶ
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
。
化
学
肥
料
の
窒
素
成

分
量
と
農
薬
の
使
用
成
分
回

数
を
超
え
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
、
必
ず
基
準
を
守
る
こ

と
」
と
指
導
し
ま
し
た
。
ま

た
、
化
学
肥
料
含
有
量
の
な

い
天
然
由
来
の
元
肥
や
基
準

以
内
の
農
薬
使
用
例
も
紹
介

熱心に講義を聴く生産者

栽培の要点を学ぶ生産者

特
別
栽
培
米
の
基
準
を
確
認

長
ネ
ギ
栽
培
講
習
会
・
栽
培
要
点
を
学
ぶ



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）上昇運です。一つ一つ丁寧に進めていきましょう。春の女神がほほ笑みます。好情報も入手できそうです
（健康運）友人と一緒に新しい健康法を試してみましょう
（幸運の食べ物）春キャベツ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
１
月
９
日
に
中

川
支
店
、
12
日
八
幡
支
店
、
15
日
に

本
店
に
て
、
青
色
申
告
専
従
者
給
与

の
源
泉
徴
収
事
務
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
52
人
の
青
色
申
告
会
会
員

が
事
務
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
相
談
会
は
、
青
色
申
告
書
で
専
従

者
給
与
を
支
払
う
農
業
者
が
源
泉
徴

収
義
務
者
と
な
る
た
め
、
税
務
署
へ

の
納
付
期
限
を
前
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

る
こ
と
。
防
除
効
果
が
持
続
す
る
よ

う
散
布
間
隔
は
空
け
す
ぎ
な
い
よ
う

に
と
指
導
し
ま
し
た
。

　
防
除
暦
の
変
更
点
を
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ

ん
ま
肥
料
農
薬
課
の
佐
藤
さ
ん
が
説

明
し
ま
し
た
。
適
用
内
容
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
る
の
で
農
薬
散
布
前

に
は
必
ず
ラ
ベ
ル
を
読
み
、
記
載
の

通
り
に
使
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

し
た
。
参
加
者
は
防
除
の
徹
底
と
良

質
な
梨
の
生
産
に
向
け
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梨
生
産
部
会
は
１

月
19
日
、
Ｊ
Ａ
西
部
支
店
で
梨
防
除

暦
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者

と
関
係
者
11
人
が
参
加
し
、
適
切
な

病
害
虫
防
除
を
目
的
に
、
防
除
暦
や

防
除
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
の

小
山
主
幹
が
火
傷
病
と
そ
の
症
状
に

つ
い
て
解
説
。「
日
本
で
は
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
有
効
な
防

除
方
法
が
な
い
。
手
持
ち
の
輸
入
花

粉
が
あ
る
場
合
は
、
使
用
せ
ず
申
し

出
る
よ
う
に
」
と
注
意
を

促
し
ま
し
た
。

　
同
農
業
事
務
所
の
狩
野

補
佐
が
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
防

除
を
説
明
。「
剪
定
な
ど
の

作
業
も
あ
る
が
、
早
め
に
農

薬
散
布
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
、
効
果
の
高
い
農
薬

の
混
用
方
法
を
伝
え
ま
し

た
。
ま
た
、
病
害
虫
防
除
の

効
果
を
高
め
る
対
策
と
し

て
、
越
冬
病
害
虫
の
防
除
は

必
ず
実
施
す
る
こ
と
。
病

害
虫
の
発
生
状
況
を
把
握

し
、
適
切
な
時
期
に
散
布
す

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
で
は
１
月
29
日
、

高
崎
北
支
店
（
筑
縄
町
）
が
業
務
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
が
進
め
る
支
店
等

再
編
計
画
の
一
環
で
、
六
郷
地
区
・

長
野
地
区
・
西
部
地
区
・
中
川
地
区

の
一
部
機
能
を
移
行
し
た
店
舗
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
西
部
支
店
、

中
川
支
店
は
業
務
特
化
支
店
と
し
て

営
業
し
ま
す
。

　
ご
利
用
、
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

営業を開始した高崎北支店

熱心に対応する職員

防除の要点を学ぶ参加者

高
崎
北
支
店
が

営
業
開
始

納
付
期
限
を
前
に

梨
防
除
暦
と
病
害
虫
防
除
を
学
ぶ



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）運勢は穏やか。交友関係が活発化。楽しい話が舞い込みそう。あなたも面白い話を披露して。技術習得の勉強が吉
（健康運）不調を感じたら休息を。無理をしないのが一番
（幸運の食べ物）ウド

TOPICS

　
群
馬
県
、
Ｊ
Ａ
全
農
群
馬
県
本

部
、
群
馬
県
き
の
こ
振
興
協
議
会

は
１
月
23
、
24
の
両
日
、
県
庁
１

階
県
民
ホ
ー
ル
で
、「
第
27
回
群

馬
県
き
の
こ
品
評
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
マ
イ
タ
ケ
部
門
で
㈱
キ
ノ
コ
・

輪
大
（
わ
ー
る
ど
）
が
最
高
賞
の

知
事
賞
、
生
シ
イ
タ
ケ
の
部
で
今

井
隆
さ
ん
が
品
評
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
、
県
産
き
の
こ

の
栽
培
技
術
や
品
質
の
一
層
の
向

上
、
き
の
こ
産
業
の
振
興
、
き
の

こ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
生
シ
イ
タ
ケ
１
０
６
点
や

マ
イ
タ
ケ
47
点
、
ナ
メ
コ
９
点
な

ど
６
部
門
に
１
７
４
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
形
状
や
色
合
い
、
鮮
度
、
水
分

の
含
有
量
な
ど
を
基
準
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
24
日
に
は
、
表
彰
式
と
出
品
さ

れ
た
き
の
こ
の
即
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

要
と
指
摘
。
必
ず
薬
剤
を
散
布
す
る

こ
と
や
、
小
麦
と
大
麦
で
は
防
除
適

期
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
ま

し
た
。

　
管
内
の
２
０
２
３
年
産
麦
は
17
人

の
認
定
農
業
者
と
５
法
人
が
５
２
５

㌶
を
作
付
け
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
、

１
等
Ａ
ラ
ン
ク
麦
の
生
産
を
目
指
し
、

播
種
前
と
生
育
中
期
に
栽
培
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
１
月
18
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
麦
中
期
栽
培
講
習
会
を
開

き
、
生
産
者
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
の

北
爪
主
幹
が
、
１
等
Ａ
ラ
ン
ク
麦
の

生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理
を
説
明
。

排
水
対
策
、
適
期
の
麦
踏
み
、
雑
草

防
除
、
適
期
の
追
肥
、
赤
か
び
病
防

除
、
適
期
収
穫
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
ま
し
た
。

　
北
爪
主
幹
は
「
暖
冬
で

麦
の
生
育
が
早
ま
っ
て
い

る
。
徒
長
を
抑
え
る
た
め

に
例
年
よ
り
１
～
２
回
多

く
麦
踏
み
を
す
る
こ
と
。

麦
踏
み
は
生
育
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
耐
寒
性
や
耐

倒
伏
性
を
高
め
る
。
生
育

状
況
を
見
な
が
ら
適
期
に

行
う
こ
と
が
重
要
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
赤
か
び
病
に
つ
い
て
は
、

か
び
毒
の
検
出
が
暫
定
基

準
値
を
超
え
た
場
合
、
自

主
的
な
出
荷
停
止
と
な
る

た
め
、
厳
重
な
注
意
が
必

知事賞を受賞した㈱キノコ・輪大のマイタケ

麦の栽培管理を学ぶ生産者

県内のキノコ174点が出品

１
等
Ａ
ラ
ン
ク
麦
目
指
し

麦
中
期
の
栽
培
管
理
を
学
ぶ

㈱
キ
ノ
コ
・
輪
大
が
知
事
賞
受
賞



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

開発相談課から

（全体運）油断は禁物。いつも使っている道具だからこそ安全点検をしっかりと。その心がけが福を招きます。連絡は早めに
（健康運）筋力アップのチャンス。ハードなトレーニングも◎
（幸運の食べ物）シイタケ

お知らせ

ＪＡたかさきの安心・満足リフォーム

ＪＡだから
安心ね♪

外　構

◦ブロック・フェンス
◦インターロッキング
◦土間コンクリート他

玄　関

◦玄関
◦玄関手洗い場

造　園

◦植木の手入れ
◦庭造り他

防　水

◦ベランダ
◦ＦＲＰ
◦ウレタン防水他

設　置
◦太陽光発電
◦住宅用エレベーター他

エクステリア

◦カーポート
◦物置・サンルーム他

サッシ

◦交換工事
◦アミ戸
◦ガラス交換他

電気工事
◦テレビ・アンテナ
◦照明器具
◦コンセント・

スイッチの増設他

防　犯

◦センサーカメラ・
　防犯灯
◦ID電気錠他

板　金

◦樋
◦破風板鉄板巻き
◦流し前ステンレス他

屋根工事
◦瓦
◦雪止メ
◦コロニアル
◦板金他

床下工事

◦ソーラー床下換気扇
◦床下調整・

活性化木炭工事他

外　壁

◦サイディング
◦モルタル・塗装他

塗　装
◦屋根
◦外壁
◦家具他

◦FF・石油・ガスヒーター
◦床暖房工事
◦ユニットバス
◦洗面化粧台
◦台所・システムキッチン
◦便器・蛇口交換工事他

住　設
◦床フロアー張り替え
◦バリアフリー
◦階段手すり取り付け
◦和室→洋室
◦平屋→２階 ◦２階→平屋
◦増築
◦介護工事他

木工事
◦クロス貼り替え
◦障子・襖貼り替え
◦タタミ表替え
◦カーテンレール・カーテン
◦和室左官壁塗り替え
◦床クッションフロアー他

内　装



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

広報通信から

（全体運）新しい情報を積極的に取り入れましょう。良い思い付きが得られるはず。旅行の計画を立てるのもお勧めです
（健康運）体を温めて。特におなか周りは冷やさないこと
（幸運の食べ物）クレソン



７/23～８/22獅子座❼

広報通信から

（全体運）想定外の事態になっても慌てないように。経験者の話はとても参考になります。手を貸してもらえることも。相談を
（健康運）けがに注意。準備運動で体をほぐしましょう
（幸運の食べ物）アシタバ



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

　
全
国
で
発
生
す
る
農
作
業
に
よ
る

死
亡
事
故
件
数
は
、
年
間
３
０
０
件

程
度
発
生
し
て
い
ま
す
。
10
万
人
当

た
り
死
亡
事
故
件
数
で
み
る
と
、
全

産
業
平
均
の
13
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。（
図
１
）

　
農
作
業
事
故
が
引
き
起
こ
す
ダ

メ
ー
ジ
は
、
治
療
や
後
遺
症
に
よ
る

肉
体
的
な
影
響
の
他
、
他
者
を
傷
付

け
た
と
き
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
も
大

き
く
、
そ
の
影
響
は
一
生
続
き
ま
す
。

ま
た
、
自
身
の
農
業
経
営
や
地
域
農

業
へ
の
打
撃
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
農
作
業
事
故
は
最
大
の
『
経
営

リ
ス
ク
』
と

言
え
ま
す
。

今
回
は
、
そ

の
中
で
も
事

故
発
生
割
合

が
最
も
高
い

「
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
ー
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

（全体運）あれこれやらなければと思いがち。状況を整理して優先順位の低いものは除いていきましょう。計画的に動いて
（健康運）デトックスにツキ。ハーブティーやサウナをどうぞ
（幸運の食べ物）タマネギ

農作業事故防止のポイント

◆
危
険
箇
所
の
確
認
と
対
応
策

①
堀
、
側
溝
、
土
手
、
草
の
茂
っ
た

場
所
、
路
肩
の
軟
弱
箇
所
な
ど
、
転

落
・
転
倒
の
可
能
性
が
あ
る
危
険
箇

所
は
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
具
体
的
な
対
応
策
（
修
繕

や
補
強
等
）
を
検
討
し
、
対
策
が
出

来
な
い
場
合
は
、
草
刈
り
の
実
施
や

目
印
の
設
置
な
ど
、
危
険
箇
所
を
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
移
動
や
坂
道
等
で
の
事
故
防
止

①
移
動
や
道
路
走
行
時
に
は
、
必
ず

左
右
の
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
し

ま
し
ょ
う
（
図
２
）。
片
ブ
レ
ー
キ

で
は
、
急
旋
回
に
よ
る
転
倒
や
交
通

事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
輪
倍
速
装
置
や
デ
フ
ロ
ッ

ク
、
４
輪
駆
動
な
ど
も
解
除
し
ま

し
ょ
う
。

②
ほ
場
へ
の
出
入
り
、
畦
畔
越
え
の

時
は
速
度
を
落
と
し
、
溝
や
畦
に
対

し
て
直
角
に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。
斜

め
に
渡
る
と
転
倒
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

③
坂
道
や
傾
斜
地
で
の
急
旋
回
は
、

大
変
危
険
で
す
。
必
ず
、
旋
回
す
る

前
に
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

安
全
フ
レ
ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ

が
装
着
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

装
着

　
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
死
亡

事
故
の
主
な
原
因
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
転
落
・
転
倒
に
伴
う
下
敷
き
に
よ

る
も
の
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
身

を
守
る
手
段
と
し
て
、
現
時
点
で
は

安
全
フ
レ
ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ
の
装

着
が
最
も
有
効
で
す
。

　
安
全
フ
レ
ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ
の

装
着
で
、
死
亡
事
故
割
合
が
８
分
の

１
以
下
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
安
全
域
に
留
ま

る
た
め
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
装
着
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆�
作
業
内
容
の
共
有
と
連
絡
手
段
の

準
備

　
農
作
業
事
故
で
は
、
単
独
で
作
業

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
事
故
の
発
見

が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
や
む
を
得
ず
一
人
で
作
業
に
出

か
け
る
場
合
は
、
行
き
先
や
作
業
内

容
、
帰
宅
時
間
を
家
族
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手

段
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
作
業
事
故
は
、
油
断
や
焦
り
が

背
景
と
な
っ
て
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。
日
頃
か
ら
危
険
箇
所
を

認
識
し
、
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
焦
ら
ず
に
落
ち
着
い
て
農
作
業

を
行
う
よ
う
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆

「
作
業
機
を
装
着
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー

の
公
道
走
行
に
つ
い
て
」

　
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し

た
状
態
で
公
道
を
走
る
た
め
に
は
、

次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

①
灯
火
器
類
（
灯
火
器
類
が
見
え
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

②
車
両
幅
（
１
・
７
ｍ
超
＝
標
識
や

反
射
機
の
設
置
義
務
、
２
・
５
ｍ
超

＝
特
殊
車
両
通
行
の
許
可
が
必
要
）

③
運
行
速
度
（
ト
ラ
ク
タ
ー
と
作
業

機
の
組
合
せ
に
よ
る
安
定
性
確
認
が

必
要
）

④
運
転
免
許
（
車
両
幅
が
１
・
７
ｍ

超
の
場
合
や
、
最
高
速
度
が
15
㎞
を

超
え
る
場
合
は
〝
大
型
特
殊
免
許
〟

が
必
要
）

※�

詳
細
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

図１：10万人あたりの死亡事故推移
出典：農研機構ホームページより

図２：道路走行時の左右ブレーキ連結
出典：農研機構ホームページより

⬅
○ ×

西部農業事務所
普及指導課

農畜産指導係　横堀　卓人

● 転落・転倒時に、安全キャブ・フレー
ムは安全域を確保してくれます。

● 安全域にとどまるためには、シート
ベルトの着用が必要です。

出典：農林水産省ホームページより
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お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）勢い余ってフライングをしないように。マナーを守ってこそあなたの良さが光ります。細かい作業にツキ
（健康運）さまざまなスポーツを楽しんで。記録更新にも期待
（幸運の食べ物）カブ

小玉スイカ　甘みが強く手頃な大きさ

　
ス
イ
カ
は
ア
フ
リ
カ
南
部
カ

ラ
ハ
リ
砂
漠
が
原
産
の
た
め
、

高
温
、
強
い
光
と
乾
燥
で
お
い

し
い
も
の
が
取
れ
ま
す
。
中
間

地
で
は
温
床
内
で
３
、
４
月
に

種
を
ま
き
、
７
、
８
月
に
収
穫

し
ま
す
。
生
育
と
病
気
に
強
い

接
ぎ
木
苗
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、

利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

［
品
種
］
家
庭
菜
園
で
は
重
さ

２
、
３
㎏
程
度
の
小
玉
ス
イ
カ

が
お
薦
め
で
す
。
赤
肉
球
形
で

は
「
姫
甘
泉
」（
丸
種
）、「
紅
し

ず
く
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
紅
こ

だ
ま
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
、

赤
肉
楕
円
（
だ
え
ん
）
形
で
は

「
姫
ま
く
ら
」（
丸
種
）、「
マ
ダ
ー

ボ
ー
ル
」（
ヴ
ィ
ル
モ
ラ
ン
み
か

ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
温
床
マ
ッ
ト
な
ど

で
25
～
30
度
に
加
温
し
た
ト
ン

ネ
ル
内
（
図
１
）
で
培
養
土
を

詰
め
た
９
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
３

粒
ず
つ
種
を
ま
き
ま
す
。
本
葉

が
出
始
め
た
頃
に
は
夜
温
15
～

20
度
に
下
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

良
い
苗
を
残
し
間
引
い
て
１
本

に
し
、
本
葉
４
、
５
枚
の
苗
に

ま
で
育
て
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週

間
前
ま
で
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

１
０
０
ｇ
程
度
の
苦
土
石
灰
を

散
布
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お

き
ま
す
。次
に
、畝
幅
２
５
０
㎝
、

深
さ
20
㎝
の
溝
を
掘
り
、
こ
の

溝
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥

料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１

０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
を
施
し
ま

す
。
こ
の
溝
を
中
心
に
土
を
戻

し
て
幅
90
㎝
、
高
さ
10
㎝
程
度

の
ベ
ッ
ド
（
栽
培
床
）
を
作
り

（
図
２
）、
黒
マ
ル
チ
を
張
り
ま

す
。

［
植
え
付
け
と
保
温
］
風
の
な

い
暖
か
い
日
に
、
深
植
え
に
な

ら
な
い
よ
う
株
間
80
～
90
㎝
に

植
え
付
け
ま
す
。
植
え
付
け
後

は
保
温
と
風
よ
け
の
た
め
に
、

ビ
ニ
ー
ル
で
30
㎝
角
の
「
あ
ん

ど
ん
」
や
ド
ー
ム
状
の
ホ
ッ
ト

キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
ま
す
（
図

３
）。
あ
ん
ど
ん
の
中
が
茎
葉

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
取
り

外
し
ま
す
。

［
整
枝
・
敷
き
わ
ら
・
追
肥
］

本
葉
５
、
６
枚
で
摘
心
し
、
強

い
子
づ
る
４
本
を
伸
ば
し
ま
す
。

つ
る
が
伸
び
て
い
く
場
所
に
わ

ら
や
つ
る
が
絡
む
シ
ー
ト
を
敷

き
、
つ
る
を
片
方
に
振
り
向
け

て
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配
置
し

ま
す
（
図
４
）。
つ
る
の
長
さ

が
50
㎝
程
度
と
果
実
が
卵
大
程

度
の
と
き
、
１
株
当
た
り
化
成

肥
料
50
ｇ
程
度
を
つ
る
先
に
散

布
し
ま
す
。

［
人
工
交
配
・
摘
果
］強
い
子
づ

る
３
本
に
着
果
さ
せ
る
た
め
、

親
づ
る
か
ら
数
え
て
15
～
20
節

目
の
雌
花
全
て
に
交
配
し
ま

す
。
早
朝
（
９
時
ご
ろ
ま
で
）

に
雄
花
を
切
り
取
り
、
花
粉
を

雌
花
の
柱
頭
に
な
す
り
付
け
ま

す
。
こ
の
と
き
、
交
配
し
た
雌

花
の
近
く
に
交
配
日
を
記
し
た

ラ
ベ
ル
を
付
け
、
収
穫
適
期
の

目
印
に
し
ま
す
。
果
実
が
こ
ぶ

し
大
の
と
き
に
変
形
果
を
摘
果

し
、
各
つ
る
１
果
（
計
３
果
）

取
り
を
原
則
と
し
ま
す
。

［
病
害
虫
の
防
除
］
茎
葉
が
日

中
し
お
れ
、
茎
が
割
れ
る
つ
る

割
れ
病
に
は
、
接
ぎ
木
苗
を
使

い
ま
す
。
う
ど
ん
こ
病
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
、
ハ
ダ
ニ
な
ど
が
発
生

し
た
ら
登
録
農
薬
で
防
除
し
ま

す
。

［
収
穫
］
小
玉
ス
イ
カ
は
開
花

後
（
交
配
後
）
35
～
40
日
で
熟

し
て
き
ま
す
。
収
穫
適
期
は
、

①
巻
き
ひ
げ
が
枯
れ
て
い
る�

②
果
実
の
肩
が
張
り
光
沢
が
出

て
い
る�

③
果
実
の
尻
の
部
分

が
へ
こ
み
、
指
で
押
す
と
弾
力

を
感
じ
る�

④
地
面
に
付
く
果

皮
が
濃
黄
色
と
な
る
な
ど
で
も

判
断
で
き
ま
す
（
図
５
）。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
は
季
節
の
変
化
が
豊
か
な
国
で
す
。
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
体
全
体
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
春
に
な
る
と
、
昼
間
は
太
陽
の
光
が
強
く
な
っ

て
く
る
の
を
感
じ
ま
す
。
朝
、
明
る
く
な
る
時
間

も
ど
ん
ど
ん
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
の
時
間
も
遅
く

な
り
ま
す
。
耳
に
届
く
の
は
、
ウ
グ
イ
ス
や
ヒ
バ

リ
な
ど
の
鳥
の
さ
え
ず
り
で
す
。
お
ひ
た
し
や
天

ぷ
ら
に
し
た
ナ
バ
ナ
の
か
す
か
な
苦
み
は
春
の
味

覚
で
す
。
窓
を
開
け
て
手
を
伸
ば
せ
ば
、
ピ
ー
ン

と
張
り
詰
め
た
冷
た
い
冬
の
空
気
が
緩
ん
だ
よ
う

な
感
触
が
あ
り
ま
す
。
次
々
と
花
が
咲
き
だ
し
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
花
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
五

感
で
春
を
堪
能
し
た
い
で
す
ね
。

　
で
も
、
花
粉
症
の
方
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
味
覚

く
ら
い
に
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
外
で
大

き
く
空
気
を
吸
い
込
む
と
、
花
粉
症
の
症
状
が
ひ

ど
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

服
に
付
い
た
花
粉
も
よ
く
払
い
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
の
症
状
も
、
五
感
で
感
じ
る
春
の
一
つ
で

し
ょ
う
か
。

五
感
で
春
を

イラスト：服部新一郎

イラスト：小林裕美子
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おいしく食べて美しく 栄養士●吉田　理江

（全体運）好調運。ただ準備不足で動くのは避けて。下調べをしておけば好結果が期待できます。レジャー運も良好です
（健康運）痛みや不調は早めにケアを。休息が大切
（幸運の食べ物）パセリ

　紫外線量が増え始める春からしっかりと対策を行
うことが美しい肌への近道です。日焼け止めクリー
ムなどの紫外線対策は必須ですが、普段の食事を意
識し内側からケアをするとさらに美しい肌になれる
でしょう。今回は、春の紫外線対策にお薦めの栄養
素を三つお伝えします。
■�ビタミンＡ
　ニンジンなどの緑黄色野菜、レバーなどに含まれ
るビタミンＡには、紫外線でダメージを受けた肌を
修復する働きがあります。ビタミンＡは、抗酸化作
用があるため美肌づくりには欠かせない栄養素で
す。緑黄色野菜に含まれるベータカロテンは、体内
で必要に応じてビタミンＡに変わります。油と一緒
に取ると吸収がされやすくなるため、炒め物にした
り、ドレッシングをかけると良いでしょう。今が旬
の、甘くてジューシーな春ニンジンにマヨネーズを
付けて食べるのもお勧めです。
■�ビタミンＣ
　野菜、イチゴなどの果物に含まれるビタミンＣに
は、染みのもとになるメラニンの生成を抑える働き
があります。染みを防ぐには、食事からビタミンＣ

を取り、メラニンを過剰に作らせないことが重要で
すが、ビタミンＣは、体内に蓄えられないため、小
まめに取るようにしましょう。しかし、余過剰分は
尿中に排出されるため、一度に過剰に取るのは控え
てください。間食や食後のおやつに果物を食べると
手軽にビタミンＣが取れます。
■�ビタミンＥ
　ゴマ、ナッツなどに含まれるビタミンＥには、血
行を促進し、肌の代謝を高める働きがあります。肌
の代謝が高まると染みのもとになるメラニンの排
出が促されるため、紫外
線対策には、ビタミンＥ
は欠かせない栄養素です。
ビタミンＣと一緒に取る
と抗酸化作用が高まるの
でサラダにナッツをトッ
ピングして食べると良い
でしょう。
　食べ物で紫外線から肌
を守り、美しい肌を保ち
たいですね。

食べ物で紫外線対策

　
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
は
、
１
９
７
０
年
代
初
頭
ま
で
固
定
種

の
と
げ
が
付
い
た
針
種
の
東
洋
種
で
し
た
。

と
げ
が
指
に
刺
さ
る
と
と
て
も
痛
く
、
種

ま
き
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
今
は
ほ
と
ん

ど
が
西
洋
種
と
東
洋
種
を
掛
け
合
わ
せ
た

丸
種
の
Ｆ
１
（
交
配
種
）
で
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
原
産
地
は
中
央
ア
ジ

ア
で
、
初
め
て
栽
培
さ
れ
た
の
は
ペ
ル

シ
ャ
（
現
イ
ラ
ン
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
漢
字
で
「
菠
稜
草
」
と

書
き
、「
菠
稜
」
は
中
国
語
で
ペ
ル
シ
ャ

の
こ
と
で
す
。
日
本
へ
は
17
世
紀
に
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
経
由
で
、
葉
に
切
れ
込
み
の
あ

る
剣
葉
の
東
洋
種
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
西
洋
種
は
オ
ラ
ン
ダ
で
改
良
が
進
み
、

主
に
丸
葉
で
と
げ
の
な
い
丸
種
の
品
種
に

な
り
、
19
世
紀
に
は
米
国
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
日
本
に
は
明
治
時
代
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
土
臭
い
た
め
お
ひ
た
し
や
み
そ

汁
の
具
に
は
向
か
ず
、
バ
タ
ー
炒
め
な
ど

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
風
媒
花
の
雌
雄
異
株

植
物
で
、
雌
花
し
か
咲
か
な
い
雌
株
と
、

雄
花
し
か
咲
か
な
い
雄
株
が
出
現
し
ま
す
。

Ｆ
１
は
、
と
う
立
ち
が
遅
く
病
気
に
強
い

西
洋
種
を
雌
親
に
、
品
質
の
良
い
東
洋
種

を
雄
親
に
し
ま
す
。
雌
親
品
種
に
出
る
雄

株
は
花
が
咲
く
前
に
抜
き
取
り
ま
す
。
Ｆ

１
は
両
親
の
良
い
と
こ
ろ
取
り
で
、
病
気

に
強
く
て
品
質
の
良
い
、
種
ま
き
し
や
す

い
丸
種
に
な
り
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、

長
日
に
な
る
と
と
う
立
ち
す
る
の
で
、
夏

の
栽
培
は
と
て
も
難
し
い
野
菜
で
し
た
。

し
か
し
、
80
年
代
に
な
る
と
品
種
改
良
と

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
（
低
温
流
通
）
の
発

達
に
よ
り
、
周
年
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
生
育
が
早
く
年
に
10
回
以
上

も
収
穫
で
き
る
水
耕
栽
培
や
、
寒
さ
に
合

わ
せ
て
葉
を
肉
厚
に
し
て
甘
く
す
る
寒
締

め
栽
培
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
草
丈
25
㎝
前
後
で
流

通
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
35
㎝
以
上

に
な
っ
た
も
の
の
方
が
お
い
し
い
で
す
。

根
は
１
ｍ
以
上
に
も
伸
び
、
葉
は
成
熟
す

る
と
各
種
の
栄
養
成
分
が
濃
く
な
り
ま
す
。

外
食
産
業
で
は
大
き
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を

ソ
テ
ー
な
ど
に
し
て
い
ま
す
。

ホウレンソウ
（ヒユ科ホウレンソウ属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
令
和
四
年
一
二
月
に
民
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
女
性
の
再
婚
禁
止
期

間
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
令

和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。
戦
後
の
民
法
改
正
時
点
で
は
、

女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
は
六
か
月
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
二
七
年
一

二
月
六
日
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、

百
日
を
超
え
る
部
分
は
、
合
理
的
な

（全体運）気になることが多そう。気の置けない友人たちとの時間が心の慰めに。部屋の整理整頓をすると運気アップ
（健康運）遊び感覚でできる体力アップ方法がお勧め
（幸運の食べ物）カリフラワー

理
由
が
な
く
、
憲
法
に
違
反
す
る
と

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
判
決
を
受
け
、

再
婚
禁
止
期
間
は
、
翌
年
六
か
月
か

ら
百
日
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。「
女

が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
子
は
、
夫
の

子
と
推
定
し
、
婚
姻
後
二
百
日
経
過

後
、
婚
姻
解
消
か
ら
三
百
日
以
内
に

生
ま
れ
た
子
は
、
婚
姻
中
に
懐
胎
し

た
も
の
と
推
定
す
る
」
規
定
が
あ
り

ま
す
（
従
前
推
定
規
定
）。
そ
こ
で
、

嫡
出
推
定
が
重
複
す
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
女
性
に
つ
い
て
は
、
再
婚
ま

で
百
日
待
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
離
婚
紛
争
が
長
引

き
、
離
婚
が
成
立
す
る
以
前
に
、
新

た
な
男
性
と
巡
り
あ
い
、
そ
の
男
性

と
の
間
で
、
子
供
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
起
こ
り
え
ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
、

従
前
推
定
規
定
の
ま
ま
で
は
、
離
婚

を
争
っ
て
い
る
夫
の
子
と
し
て
し

か
、
出
生
届
け
が
受
理
さ
れ
ず
、
こ

れ
を
嫌
っ
て
出
生
届
け
を
せ
ず
、
そ

の
結
果
、
戸
籍
の
な
い
子
の
出
現
と

い
う
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
近
時
医

学
は
発
達
し
て
お
り
、
親
子
関
係
の

判
定
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
等
の
手
法
に
よ

り
判
別
が
十
分
に
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
女
性
の
み
に
再
婚
禁
止
期
間
を

設
け
る
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
従
前
推
定
規
定
に
加
え
、「
女

が
懐
胎
し
た
と
き
か
ら
二
以
上
の
婚

姻
を
し
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
子
は
、

そ
の
出
生
の
直
近
の
婚
姻
に
よ
る
夫

の
子
と
推
定
す
る
」
規
定
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
従
前
は
、
夫

だ
け
か
ら
嫡
出
を
否
認
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
、
子
や
母
親
か

ら
、
嫡
出
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
前
で
は
、
妻
が

他
の
男
性
と
性
交
渉
を
も
つ
こ
と
は

姦
通
罪
と
し
て
刑
事
上
の
犯
罪
と
さ

れ
て
お
り
、
妻
か
ら
姦
通
罪
を
自
白

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
子
か
ら
母

親
の
姦
通
罪
を
暴
く
こ
と
も
は
ば
か

れ
る
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
姦
通
罪
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
家
父
長
制
度
を
反
映
し
父
親

の
意
思
に
よ
り
父
子
関
係
が
規
律
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正
で

は
、
子
や
母
親
か
ら
も
嫡
出
を
否
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
で

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和６年３月12日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和６年３月29日㈮
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和６年４月２日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

き
る
期
間
も
三
年
間
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
従
前
推
定
規
定
で
嫡

出
推
定
が
及
ぶ
前
夫
か
ら
も
、
子
と

父
親
と
さ
れ
た
者
を
相
手
と
し
て
、

嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
経
過
措
置
と
し
て
、
改
正
法

施
行
前
に
生
ま
れ
た
子
供
に
つ
い
て

も
、
子
や
母
親
か
ら
法
施
行
後
一
年

間
に
限
り
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提

起
し
て
、
血
縁
上
の
父
親
で
な
い
者

が
子
の
父
親
と
推
定
さ
れ
て
い
る
状

態
を
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　女性は婚姻解消後100日経
過しないと再婚できないとさ
れていましたが、この規定が
４月から廃止されるとのこと
です。４月以降は、父子関係
の規律はどうなるのですか？
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　支店から あれこ れ

　
群
馬
八
幡
駅
か
ら
徒
歩
約
25

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
い
に
し

え
の
歴
史
が
息
づ
く
八
幡
古
墳

（全体運）交流会やセミナーに参加を。見聞を広めると幸運が舞い込みます。友人たちと遊びに行くのもお勧め。旅行も吉
（健康運）食事はバランス良く。旬のものをたくさん食べて
（幸運の食べ物）ミツバ

－西部地区－

いにしえの時代を伝える観音塚古墳

群
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
観
音
塚
古
墳
は
６

世
紀
末
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

前
方
後
円
墳
で
あ
り
、「
群
馬
の
石

舞
台
」
と
し
て
知
ら
れ
る
巨
大
な
石

室
が
特
徴
で
す
。

　
そ
の
規
模
は
日
本
を
代
表
す

る
巨
大
石
室
の
一
つ
で
あ
り
、

注
目
さ
れ
る
の
は
使
用
さ
れ
て

い
る
自
然
石
の
巨
大
さ
で
、
最

大
重
量
55
ｔ
に
も
及
び
ま
す
。

　
昭
和
20
年
３
月
10
日
、
戦
火

が
激
し
さ
を
増
す
中
、
近
隣
住

民
が
防
空
壕
を
掘
っ
て
い
た
際

に
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
銅
製
容
器
、
鏡
、
馬
具
、
装

身
具
な
ど
30
種
の
副
葬
品
は
、

当
時
の
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
昭
和
23
年
に
史
跡

「
観
音
塚
古
墳
」
と
し
て
国
指

定
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
36
年

に
出
土
品
も
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
、
高
崎
市
観
音
塚

考
古
資
料
館
が
開
設
さ
れ
貴
重

な
副
葬
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
西
部
支
店
通
信
員
）

営農部からお知らせ

日�時 　３月１８日（月）　午後１時３０分

場�所 　ＪＡたかさき本店２階　多目的研修室

春まき野菜栽培講習会の開催



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）頑張りが利きます。力業でなんとかできることも多いですが周囲への配慮も忘れずに。買い物運があります
（健康運）ハードな作業もばっちりこなせます。スポーツが吉
（幸運の食べ物）カラシナ

経済部 から
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お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）好調運。積極的に主導権を握りましょう。目立つことも開運につながります。ヘアスタイルを変えるのもお勧め
（健康運）足元を温めて。手や足の指の運動にツキ
（幸運の食べ物）ニラ

経済部 から

《
日
　時
》

●
３
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
３
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
４
月
12
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
４
月
26
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小�

林�

優�

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
３
月
22
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
４
月
19
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干�

川�

芳�

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※�

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ�

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

☎027－352－4433

開催時間９：00～12：00

滝川支店３月16日（土）
開催店舗

☎027－361－2913

六郷地区　開催時間９：00～12：00

長野地区　開催時間13 : 30～16 : 30

高崎北支店４月20日（土）
開催店舗

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

数独
出題●ニコリ

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

ルール

先月号の答え
ＡＢＣＤＥ
シユプール

理
事
会
だ
よ
り

２
月
27
日
㈫
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　�

令
和
５
年
度
１
月
末
仮
決
算
結
果
に
つ

い
て

第
３
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
総
合
損
益
計
画
・
修
正

５
ヶ
年
計
画
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　�

令
和
５
年
度
決
算
方
針
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　�

人
事
規
程
及
び
職
制
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　�

資
産
査
定
の
結
果
及
び
個
別
引
当
金
の

繰
入
れ
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
利
用
者
保
護
等
管
理
計
画

に
つ
い
て

第
９
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
余
裕
金
運
用
に
つ
い
て

第
10
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用

計
画
残
高
及
び
運
用
方
針
に
つ
い
て

第
11
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
信
用
供
与
の
限
度
（
自
己

資
本
確
定
前
）
に
つ
い
て

第
12
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

第
13
号
議
案
　�

令
和
６
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に

つ
い
て

第
14
号
議
案
　
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
15
号
議
案
　�（
株
）
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
た
か
さ
き
令
和

６
年
度
計
画
に
つ
い
て

第
16
号
議
案
　
経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い
て

　
寒
さ
の
中
に
も
、
少
し
ず
つ
春
の
暖

か
い
日
差
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
３
月
と
い
え
ば
新
た
な
出
会
い
と
別

れ
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
新
生
活
に

向
け
て
期
待
と
不
安
の
中
、
準
備
を
進

め
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｊ
Ａ
も
３
月
よ
り
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
組
合

員
・
地
域
の
利
用
者
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

南新波町
紋谷　直美 様
日高町
湯浅　直美 様

２月号の当選者
おめでとうございます

阿久津町
川鍋　和代 様
木部町
森井　玲子 様

南大類町
新井　正一 様 （今月の応募数25通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれか
の方法でご応募下さい。
　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）
を記入の上、下記あて先までお送り下さい。
正解者の中から抽選で５名のみなさんに、
ＪＡオリジナル「高崎うどん」をプレゼント
します。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想
をお待ちしております。
◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　３月15日の消印まで有効とし、正解者発表
は４月号に掲載予定です。

【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、
抽選と商品発送以外の目的には使用いたしま
せん。

⑴�　空いているマスに、１から９まで
の数字のどれかを入れます。
⑵�　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、
太線で囲まれた３×３のブロック（そ
れぞれ９マスあるブロックが９つ）
のいずれにも１から９までの数字が
１つずつ入ります。

■二重枠に入った数字の合計はいくつ？

◆ 　　　　　　　　　　 ◆
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寄
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地
域
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貢
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す
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Ａ
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よ
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さ
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シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井

　智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

スペアリブ………………… 300ｇ
ショウガ…………………… 適宜
ネギ（青い部分） ………… 適宜
新ジャガ…………………… ２個
スナップエンドウ………… 適宜
ニンニク…………………… １片
サラダ油……………… 大さじ１
　　カレー粉………… 小さじ１
　　水……………………… 200㎖
　　料理酒………………… 200㎖
　　みりん………………… 100㎖
　　しょうゆ……………… 100㎖
　　砂糖……………… 大さじ１
　　ローズマリー………… １本

３人分

｛

3
JA

た
か

さ
き

3
月

号
（

第
3

7
3

号
）

2
0

2
4

年
3

月
1

日
発

行

作
り
方
　
❶
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
と
シ
ョ
ウ
ガ
、
ネ
ギ
を

入
れ
、
ス
ペ
ア
リ
ブ
を
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
下
ゆ
で
す
る
。

新
ジ
ャ
ガ
は
皮
を
む
き
ラ
ッ
プ
に
く
る
ん
で
電
子
レ
ン

ジ
（
６
０
０
Ｗ
）
で
竹
串
が
通
る
く
ら
い
ま
で
３
分
程
度

加
熱
し
、
８
等
分
に
切
る
。
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
ゆ
で
、

ニ
ン
ニ
ク
は
つ
ぶ
し
て
お
く
。

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
ニ
ン
ニ
ク
と
ス
ペ

ア
リ
ブ
を
入
れ
る
（
①
の
シ
ョ
ウ
ガ
、
ネ
ギ
は
香
り
付
け

の
た
め
使
わ
な
い
）。
両
面
に
焼
き
色
を
付
け
、
新
ジ
ャ

ガ
を
入
れ
る
。

❸
Ａ
を
②
に
入
れ
強
火
に
か
け
る
。
た
れ
を
絡
め
な
が
ら

と
ろ
み
が
付
く
ま
で
煮
込
む
。

❹
器
に
ス
ペ
ア
リ
ブ
と
新
ジ
ャ
ガ
を
取
り
出
し
て
盛
り
付

け
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
飾
り
、
残
り
の
た
れ
を
か
け

て
出
来
上
が
り
。

Ａ
た
れ

　
今
回
は
、
中
尾
町
に
お
住
ま
い
の
金
井
敏

美
さ
ん
・
宏
子
さ
ん
ご
夫
婦
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
金
井
さ
ん
は
土
地
の
有
効
活
用
と
し
て
ア

パ
ー
ト
や
店
舗
な
ど
の
不
動
産
経
営
を
し
て

お
り
、
現
在
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
高
崎
中
央
支

店�

新
高
尾
支
部�

資
産
部
会
の
支
部
長
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
夫
婦
で
自
宅
の
庭
や
近
く
の
畑

で
、
た
く
さ
ん
季
節
の
野
菜
を
育
て
て
お
り
、

そ
の
収
穫
し
た
野
菜
を
お
子
さ
ん
や
知
人
、

ア
パ
ー
ト
の
方
に
配
り
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
そ
ん
な
お
二
人
の
趣
味
は
、
登
山
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
、
登
山
に
関
し
て
は

昔
か
ら
数
多
く
の
山
々
を
登
り
足
腰
を
鍛
え

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
他
に
も
敏
美
さ
ん
は
、
お
寺
の
要
職
を
長

年
に
わ
た
り
務
め
、
広
報
誌
の
作
成
も
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
奥
様
の
宏
子
さ
ん
は

書
道
に
コ
ー
ラ
ス
、
お
花
と
沢
山
の
趣
味
を

嗜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
お
二
人
は
こ
れ
か
ら
も
、
温
泉
や
旅
行
、

登
山
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
ま
た
現
在
、
小
学
生
の
お
孫
さ
ん
の
成
長

も
楽
し
み
だ
と
笑
顔
で
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
高
崎
中
央
支
店
通
信
員
）

不
動
産
経
営
と
趣
味
を
両
立

　
　孫
の
笑
顔
が
元
気
の
源

ー
中
尾
町
　金
井
敏
美
さ
ん
・
宏
子
さ
ん
ご
夫
妻
ー

スペアリブと
新ジャガの
カレー煮


